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オンライン資格確認や医療扶助など急速に情報共有の基盤が準備されております。 

また、電子レセプト、電子カルテ、電子処方箋など紙管理から電子データへの移行も進んでおります。 

更に、電子カルテ情報共有サービスなど HL7FHIRをベースとした３文書６情報の管理データベースも構築されつ

つあります。 

その状況の中で、歯科における診療情報標準化の現在の状況と将来展望についてお話しさせていただければと思

います。
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The infrastructure for information sharing is rapidly being prepared, including online eligibility verification and 

medical assistance. 

In addition, the transition from paper management to electronic data, such as electronic receipts, electronic medical 

records, and electronic prescriptions, is also progressing. 

Furthermore, a management database for three documents and six pieces of information based on HL7FHIR, such as 

an electronic medical record information sharing service, is also being built. 

Against this background, I would like to talk about the current situation and future prospects for the standardization 

of medical information in dentistry. 
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1.緒論 
オンライン資格確認や医療扶助など急速に情報共有の基

盤が準備されている。 

また、電子レセプト、電子カルテなど紙管理から電子デー

タへの移行も進んでいる。 

その状況の中で、歯科における診療情報標準化も検討す

る段階に来ていると考える。 

現状と将来展望について整理し、今後の歯科診療情報標

準化の発展に寄与したい。 

 

2.各基盤の普及状況と共有内容 
各基盤の普及状況と共有されている内容について整理す

る。 

 

2.1  オンライン請求 
オンライン請求は、令和 6 年 5 月診療分時点で 65.7%と急

速に上昇している（図 1）が、医科・調剤に比べると少ない状

況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 電子レセプト普及率（青色がオンライン請求の利用率） 

 

2.2  オンライン資格確認システム 
オンライン資格確認システムは義務化の追い風もあり、令

和 6 年 7 月時点で 6 万件以上導入されている。 

しかし、マイナ保険証の利用件数は 11.3%で患者さんの利

用率は低い状況（図 2）である。 

図 2 オンライン資格確認・マイナ保険証の利用件数 

 

2.3 電子カルテ情報共有サービス 
現在厚労省で検討されている電子カルテ情報共有サービ

スは３文書６情報（３文書：健康診断結果報告書/診療情報提

供書/退院時サマリー、６情報：傷病名/感染症/薬剤禁忌/アレ

ルギー/検査/処方）を全国の医療機関で共有できるサービス

であり、令和 7 年度中の本番稼働を目指して準備が進められ

ている。 
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2.4 歯科情報の利活用及び標準化普及事業 
東日本大震災における身元確認を契機に、口腔内所見に

よる身元確認の重要性が再認識された。 

大規模災害時において身元確認を正確かつ迅速に行うた

めには、歯科所見の標準化と情報技術の適用が不可欠とな

る。 

厚生労働省医政局歯科保健課事業の一つとして実施して

いる本事業において、日本歯科医師会が中心となって作成し

た「口腔診査情報標準コード仕様」が令和 3 年 3 月 26 日に

厚生労働省が保健医療分野の適切な情報化を進めることを

目的に制定している「厚生労働省標準規格」に採用された。 

 

3 歯科診療情報の標準化の実態 
現在、市場に出ている医事会計、電子カルテ、レセプト発

行システムは、医科においてはそれぞれシステムが分かれて

おりデータ連携が必要不可欠となっており、一般化されてい

る。 

しかし、歯科においては、全ての機能が同一システムに集

約されており、データ連携をしなくても成立するシステムであ

る。このような背景から、データはオープン化されておらず、メ

ーカー毎にクローズな状況である。 

Ｘ線画像管理システム、予約システム等は単独のシステム

であり、患者情報の頭書き部分（カルテ１号紙の基本情報）に

ついては、メーカーが異なっても連携できるケースもある。 

このような背景から、利用していたシステムを別のメーカー

に変更したい場合に発生するカルテデータの移行について、

対応できる範囲が限られてくる状況であり、カルテ情報の標

準化は道筋も見えていない状況である。 

 

4 歯科診療情報標準化に向けての課題 
前項で記載した通り、レセプト情報については標準化され

ているが、歯式情報がないために診療情報としては不完全な

情報である。 

また、口腔診査情報、３文書６情報についても標準化され

つつある状況で、標準化に向けての試みは進んでいる状況

である。 

しかし、電子カルテ情報については標準化される見通しは

立っていない。 

 

5 歯科診療情報標準化に向けての取り組み 
歯科における診療情報標準化に向けての取り組みとして、

電子カルテにおいても「電子レセプト」や「口腔診査情報標準

コード仕様」のような標準規格を整備する必要がある。 

また、標準規格に準ずるデータ出力をすべてのメーカーが

同時に対応する必要がある。 

これは、メーカー毎の競争において、他社へのリプレース

を促進してしまうデメリットもあり、メーカーはデータ出力するこ

とを避けたいという本音もある。同時に対応することで公平な

対応が出来ることになり、納得感を得られると考える。 

診療情報標準化を行うことで、より質の高い医療を受けら

れる患者さんへのメリットを十分に理解し、標準化を促進でき

るように啓蒙活動を続けていきたいと考える。 
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